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猛  暑 
副校長   鈴木 格也 

関東では、先週月曜日の６月２７日に、史上最短、異例の早い梅

雨明けとなりました。その後、地域によっては４０度を超える猛烈な暑

さとなり、東京もとても暑い日が連日続いています。今後は電力不足

や水不足が心配されていますので、節電と節水を心がけ、実行する

生活が大切です。そのような暑いさ中、学校では保護者の方、PTA

役員の方、そして高松中 OB の方が集まり、朝のあいさつ運動にご

協力いただきました。ありがとうございました。「おはようございます」の声に反応して、あいさつを返し

てくれる生徒もいれば、生徒自ら元気よくあいさつしてくれることもあり、あいさつを通したふれあい

はとても気持ちの良いものです。 

さて、1 学期も残すところわずかとなりました。今学期、コロナ禍の状況はまだ続いていますが、学

校の教育活動は少しずつ従来の形に戻りつつあります。全校生徒が集まっての朝礼、生徒会朝礼、

生徒総会は、ここ数年間、全校生徒が体育館に集まっての会はできず、オンラインを活用するもので

した。４月の学校公開週間、６月の高松体育大会では保護者の参観ができるようになりました。生徒

の皆さんは、感染対策を心がけた生活を送りながら、いつも向上心という心をもって毎日の授業や

学校行事、部活動や委員会活動に参加して、1 学期間の学校生活に一生懸命取り組んできました。

その成果は、生徒の活動の様子や取り組み姿勢から 成長していることがうかがえ、今後なお期待が

膨らみ楽しみです。 
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          ～ 各学年の先生より ～           
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇◆夏休み中の各ご家庭への連絡方法について◆◇◆ 

夏休み中に、学校から各ご家庭に特別な連絡が必要となった場合、港区緊急配信メールでの配信と学校ホームページ

への掲載を行いますので、よろしくお願い致します。 

＜節電対策期間＞ ８月６日（土）～８月１５日（月）は節電対策のため、学校閉校となります。 

＜宿 泊 行 事＞  8月１７日（水）～8月１９日（金） 2年生 夏季学園 〔新潟県 十日町・上越方面〕 

【第１学年】 学年主任 山本 洋和 

 育てたい生徒像   何事にも一生懸命努力し、最後まで諦めない生徒 

 ☆ 学年目標 ☆ （１）目標を持ち、その実現のために積極的・計画的に学習できる生徒 

（２）集団生活における基本的なルールを守り、正しい判断や行動ができる生徒 

                  （３）奉仕的に仕事を行い、最後までやり抜く生徒 

 

 ☆学年経営方針☆（１）「生徒のために」を合言葉に、一人ひとりの生徒に対して全力でサポートする。 

         （２）学年の教員、保護者の方、地域の方々と同じ方向を向いて、生徒を育てる。 

         （３）生徒の小さな悩みを学年全体で共有し、一緒に問題に向きあい、解決への糸口 

を一緒に探る。 

【 １組 】 特別支援学級 大木 雄吾 

 育てたい生徒像  思いやりを行動で表現できる、素直でたくましい生徒    

 ☆ 学級目標 ☆ （１）１年間規則正しい生活を送り、楽しく学校生活を過ごす。 

（２）他人を思いやり、他人の考えを尊重できる心をもつ。 

（３）自ら進んで元気な挨拶ができる人になる。 

 

 ☆学級経営方針☆（１）教員の連携や工夫を活かした、「学ぶ楽しさ」を発見できる授業づくり。 

         （２）安心して過ごすことのできる教室環境の整備と人間関係を育む。 

         （３）毎日の日課表と週末の学級だより「心根」で、家庭との密な情報共有と連携を！ 

【第２学年】 学年主任 給田 茂  

 育てたい生徒像  どこでも通用する生徒 

 ☆ 学年目標 ☆ （１）他人を思いやる心を育てる。 

         （２）考えて話す、考えて行動する。 

         （３）人とのかかわり方を学ぶ。 

 

 ☆学年経営方針☆（１）常にアンテナを高く張り、情報を共有し共通理解に努める。 

         （２）落ち着いて授業取り組める、学年環境を整える。 

【第３学年】 学年主任 松岡 由紀江           

 育てたい生徒像  最上級生として、学校全体を考え、自らを律して行動することができる生徒 

 ☆ 学年目標 ☆ （１）授業や日々の家庭学習を大切にさせる。 

         （２）責任をもって自分の役割をやり遂げさせる。 

（３）学級、学校、学年で決められていることや集団生活のルールを確実に守らせる。 

（４）自らの進路決定に向けて、能動的に行動させる。 

 

 ☆学年経営方針☆（１）情報交換を密にする。 

         （２）学年会などで統一の方向を出し、指導にも同一歩調であたる。 

         （３）保護者、講師、養護教諭、スクールカウンセラー、外部諸機関と連携する。 

         （４）教員の個性を生かした指導で、生徒の多様性に対応する。 


